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牛乳中のヨウ素-131や空気中の塵埃
じんあい

、土壌、
海水、海底土などに含まれているセシウム-
137、ストロンチウム-90などの人工放射性
核種を測定した結果、土壌や海底土から過去
の大気圏内核爆発実験などにより放出された
セシウム-137などが検出されましたが、これ
まで検出された範囲内でした。

区　　分 

一

般

環

境

 

東海地区〈２１〉 
（東海村・那珂町・瓜連町・大宮町） 

日立地区〈６〉 
（日立市・常陸太田市・金砂郷町） 

ひたちなか地区〈８〉 
（ひたちなか市） 

大洗地区〈１５〉 
（大洗町・旭村・茨城町・水戸市（大場・吉沢）・鉾田町） 

水戸地区〈1〉 
（水戸市石川） 

全国の状況〈３４〉 
平成１４年度環境放射能水準調査結果（文部科学省） 

20 40 60 80 100
〈月平均：ナノグレイ／時〉 

※〈　〉は測定局数 

今回の測定値 

■グラフの見方 
過去の測定値の範囲 

原子力施設周辺における環境
東海・日立・ひたちなか・大洗・水戸地区の環境放射線や放射性物質を測定し
向は認められませんでした。また、1年間に受けた放射線の影響の程度は

■凡例（単位：ミリグレイ／6ヵ月） 

測 定 値 

～0.13 

0.14～0.17 

0.18～0.21 

0.22～ 

記号 

積算線量計紛失により欠測 欠 
平常の変動幅の上限値以下でした。

瓜連小 

額田小 

本米崎小 

那珂二中 

笠松運動公園 

外宿 

東小沢小 

峰山中 
日立二高 

大久保小 
金沢小 

亀下 

阿漕ヶ浦西 
阿漕ヶ浦南西 

足崎 

須和間 

高野小 
長砂 

照沼 
川根 

宿 

ひたちなか市役所 
勝田中央 

前渡小 

漁業無線局 

新川下流 

原子力科学館 
白方 東海中 

日立商業高 

豊岡 留 

原電グランド 

中丸 

佐野小 
那珂一中 

東海村合同庁舎 

舟石川小 

二軒茶屋 

新川 

久慈川 

阿字ヶ浦中 

那珂湊総合支所 

原電グランド北西 

東海地区 

欠 

欠 

若宮 

明光中 

沼前小 

舟木小 

旭北小 

上釜 

旭南小 

成田 

北松川 

稲荷第一小 

磯浜小 

夏海 

大洗南中 

下太田 

那珂川 

涸沼 

大洗地区 

水戸気象台 

水戸五中 

公害技術 
センター 

千波湖 

那珂川 

水戸地区 

（ガンマ線） 

（平成15年10月～平成16年3月） 

（平成16年1月～3月） 連続放射線測定局における測定結果 

（平成15年度下半期〈6ヵ月〉） 積算線量計による放射線測定結果 

空間の放射線量（ガンマ線）の値は、過去に測定された値と比較しても同程度であり、異常は認められませんでした。
測定値が場所により異なるのは、放射線測定局が設置されている場所の違い（土壌、コンクリートなどの建物や道路の状況など）によ
るものです。コンクリートなどにはもともと天然の放射性物質が含まれていますので、その近くでは少し高くなります。

牛　　乳 
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海 底 土 

 
 

排 水 口 
近辺土砂 

 
 

東海村＜6＞、ひたちなか市＜3＞、日立市＜1＞、 
大洗町＜2＞、旭村＜1＞、茨城町＜1＞、水戸市＜1＞ 
 

水戸市、那珂町、大洗町、 
ひたちなか市、旭村＜各1カ所＞ 

東海村＜2＞、那珂町＜1＞、ひたちなか市＜2＞、 
日立市＜1＞、旭村＜1＞、水戸市＜1＞ 
 
那珂川＜2＞、久慈川＜1＞、新川＜2＞、 
涸沼＜1＞、阿字ヶ浦＜1＞ 

東海沖＜8＞、大洗沖＜4＞ 

東海沖＜8＞、大洗沖＜4＞ 

東海村＜6＞、大洗町＜1＞ 

※＜＞は測定地点数 

東海村＜1＞、大洗町＜1＞、水戸市＜1＞ 
 

人工放射性核種不検出 

ヨウ素-131不検出 

人工放射性核種不検出 

ウラン等の放射性核種は不検出 

　7地点でセシウム-137を検出 
（5.0～30ミリベクレル／g・乾土） 

　7カ所でセシウム-137を検出 
（0.40～2.0ミリベクレル／g・乾土） 
　9カ所でプルトニウムを検出 
（0.29～0.79ミリベクレル／g・乾土） 
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茨城県では、原子力施設周辺の放射線などによる影響を調べ
るため、空間の放射線の強さや原子力施設からの排気・排水
中の放射能濃度、また、水や野菜などに含まれる放射能など
を測定しています。この結果は、住民の代表や学識経験者な
どで構成される「茨城県東海地区環境放射線監視委員会」で、
3ヵ月ごとに安全性を確認しています。

※詳細については茨城県原子力安全対策課まで
お問い合わせください。TEL.029-301-2922

放射線の監視結果（平成15年度）

■グラフの見方 

1.0
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これまでの 
測定値の範囲 

今回の測定値 

今回は 
不検出 

今回は 
不検出 

精　米（7検体） 

今回は 
不検出 

野　菜（18検体） 

今回は 
不検出 

今回は 
不検出 

牛　乳（10検体） 

海藻類（24検体） 

今回は 
不検出 

今回は 
不検出 

貝　類（20検体） 

今回は 
不検出 

今回は 
不検出 

※これまで 
　すべて不検出 

※これまで 
　すべて 
　不検出 

魚　類（24検体） 

飲料水（12検体） 
〈キャベツ・ホウレン草・白菜〉 

〈アワビ・ハマグリ・ウバ貝〉 〈シラス・ヒラメ・カレイ〉 〈ワカメ・ヒジキ・アラメ〉 

プルト 
ニウム 

今回は 
不検出 

積算線量計による空間放射線量の測定結果をもとに外部被ばく線量を求めると0.22～0.32ミリシーベルト、飲食物に含まれる放射能
の測定結果をもとに成人一人あたりの内部被ばく線量を求めると0.0001ミリシーベルトであり、これまでと同程度でした。
また、原子力施設から放出された気体廃棄物による実効線量は0.0016ミリシーベルト以下、液体廃棄物による実効線量は0.0038ミリ

シーベルト以下であり、公衆の年間の実効線量限度として法令で定められている1ミリシーベルトを下回っていることが確認されました。

原子力施設から排出される排気・排水中の放射能を測定した結果、過去に測定された範囲内または法律で定められている基準値以下
で、異常は認められませんでした。

（平成16年1月～3月） 

（平成15年4月～平成16年3月） 

過去に測定された値と同程
度であり、異常は認められ
ませんでした。

【シーベルト（Sv）】…人体が放射線を受けたとき、
その影響の程度を表わす単位です。１ミリシーベル
トは１シーベルトの1000分の１です。

【グレイ（Gy）】…放射線の量を表わす単位で
す。１ミリグレイは１グレイの1000分の１、
１ナノグレイは１グレイの10億分の１です。

【ベクレル（Bq）】…放射線の強さを表わす
単位です。１ミリベクレルは１ベクレル
の1000分の１です。

たところ、原子力施設からの影響はなく、放射能の蓄積傾
0.22～0.32ミリシーベルトで過去と同程度でした。

最新の空間の放射線量（ガンマ線）の測定値は、 

インターネットでご覧になれます。 
http://www.houshasen-pref-ibaraki.jp


	No.122.pdf
	No.122-2.pdf

